
基地の町 の地域誌

軍事施設の存在は、周辺地域にさまざまな社会的・経済的影響を及ぼす。本

稿では、米軍基地が存在していた時期（ 年）の東京都立川市を事例

に、日本における戦後のいわゆる 基地の町 の諸相について、主として同時

代の文献資料の記述を通して考察する。かつて全国に数多くあった駐留軍基地

は沖縄以外では整理統合が進み、特に 年代には大規模な在日米軍基地が相

次いで返還された。それらの基地跡地では再開発事業等が行われ、多くの場合

基地 という場所の記憶は消されつつある。こうした状況のもと、本稿の主

眼は、当時生産された文献を、歴史としての 基地の町 に関する資料として

とらえることにある。とりあげた資料は、研究論文、市町村史から随筆までさ

まざまで、記述者の立場も多様である。なお、特に空間的な情報が希少なこと

もあり、文献上の地図、主題図の資料的な価値を重視して、当該文献からその

ままのかたちで引用したものもある。

基地にまつわる諸相のなかでも、駐留軍要員による犯罪や、騒音などの基地

公害、土地関係の問題のように、日本側関係者の大部分が受苦者である問題に

関しては、社会的にも関心が集まり早い時期から多数の論考が存在する。しか

し一方で、地域社会に受益者も多い諸相、たとえばかつて全国の米軍基地周辺

で、景観的にもきわめて特徴的な現象であった、歓楽街の形成、売春問題、米

軍ハウスの存在等に関する研究は相対的に少ない。したがって、そうした点は

当時の文献等を通して補完されていく必要があると考える。今回は紙幅の関係

もあり、歓楽街と売春問題をとりあげる。他にも日本人の基地雇用、戦前にお

ける軍需産業の流れを汲む製造業（立川の場合は機械工業や木工業等）の集積

など、基地の影響は多岐に渡るが、それは別の機会に譲りたい。



立川市は、東京の西郊 帯に位置する市（図 ）で、 年の旧立川

市と旧砂川町の合併によって現在の市域が成り立っている。戦前に陸軍飛行場

が立川駅の北西に開設されたが、終戦直後に接収され、米軍基地となった。

年代の在日米軍基地の整理統合によって基地が返還された後、跡地は大規模な

複数のプロジェクトによって開発され、現在は国営昭和記念公園、広域防災基

地、業務地等として利用されている。こうした経緯は都市立地型大規模軍事施

設の転用例としては典型的なものである（松山 、 ）。このように、

立川の歴史には、首都圏近郊都市としての経済的立地条件のみでなく、国際的

な政治情勢が地域の変容に直結するような、特殊な事情が反映されている（松

山 ）。戦後長い間 基地の町 としての全国的知名度は高く、経済的に

基地に大きく依存しつつも、一方で立川はつねに 基地の町 からの脱却を目

指してきた。そして 年の基地の全面返還から 年が経過し、その痕跡は消え

つつある。



現在の立川市域は、明治初期には純農村であったが、 （明治 ）年に甲

武鉄道（現在の 中央線）が開通したことから、集落の発展が始まった。

（大正 ）年に立川に陸軍飛行第五大隊（ 年に陸軍飛行第五連隊に改称）

が開設され、これがその後の地域の姿に決定的な影響を与えることになる。こ

の地に陸軍航空揺籃期の重要拠点が築かれた理由の一つとして、既設の鉄道駅

の存在も大きかった（三田 ）。その後、陸軍航空工廠立川支廠、陸軍

航空技術研究所等の陸軍航空関係の重要施設の立地が相次ぎ、飛行場周辺地域

には立川飛行機等の民間航空機関連企業も集積した。

陸軍関係者や軍需産業従業者、さらにそれらの人々を対象とする商業・サー

ビス業関係者の流入で、立川の人口は急増する。陸軍飛行第五連隊設置の翌年

である 年には町制が施行され、 （昭和 ）年には東京府で東京市、八

王子市に次いで 番目の市制施行となった。飛行場の敷地は砂川村（現・立川

市）、昭和町（現・昭島市）へと拡大され、工員向けの住宅が周辺各地にでき、

こうした町村でも急激な人口増をみた（昭島市 ）。

立川飛行場は、 年に逓信省羽田飛行場ができるまでは、国際便をも含め

た民間航空飛行場としての先駆的機能も担っていたが、羽田飛行場開設後は純

粋に軍用飛行場となった。第二次世界大戦末期には、陸軍の戦闘部隊は陸軍柏

飛行場へ移転し、飛行場の実戦基地的性格は薄らいだものの、依然として陸軍

航空の重要拠点の一つであった。

終戦直後の 年 月に米軍は立川に進駐し、立川飛行場を接収した。さら

に、旧日本軍の諸施設を利用して、 年 月には府中の空軍司令部に所属す

る極東空軍の資材司令部（ ［ ］ 日本航空資材
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初期の飛行機は航続距離が短いために分解・梱包のうえ鉄道で輸送されていた（三
田 ）。飛行場と立川駅間の距離は最短部で ほどである。



司令部）を置いた。兵站基地としての米軍立川基地の誕生である。立川基地を

取り囲み、横田、調布、ジョンソン（埼玉）などの飛行場、清瀬、大和田の通

信施設、多摩弾薬庫、相模原補給廠などを含めて総合的な空軍基地が形成され、

朝鮮戦争で重要な役割を果たした。その後、立川に駐留する米軍の組織・機能

の改変は数回行われている が、本稿ではそれらの米軍関係の諸施設をつねに

立川基地 と総称する。

終戦直後より米軍によって飛行場は拡張され、 万 にもおよぶ大規模な

すなわち、 年に （ 極東空軍補給
司令部）、 年に （ 極東空軍兵站司令部）、

年に （ 北太平洋地区資材司令部）となり、
さらに 年に第 空軍基地と合併し、立川空軍基地と呼称するようになった（立
川市 ）。

国土地理院 万 千分の 地形図 立川
（ 年改測、 年発行）を ％に縮小



基地となった（図 ）。 年には、立川基地の滑走路拡張計画案に反対する 砂

川闘争 が起こり、結局 年に拡張中止が発表された。ベトナム戦争が

年に始まっていたが、立川基地の短い滑走路ではジェット機の時代には不十分

であったため、横田基地に空輸ルートの拠点が移り、それはやがて 年の立

川基地からの米軍飛行部隊の撤退、 年の全面返還へとつながっていった。

また、この間、立川市と昭島市にそれぞれ革新系の市長が誕生し、立川市（ 、

）、昭島市（ 、 ）などの軍事基地反対の立場から編まれた小冊子

が自治体によって発行されている。

自治体のような公的主体によって編纂された自治体史等の地域誌（史）は、

いわばその地域の 正史 として扱われる。また、一般市民にとっては、自治

体史等のなかでもいわゆる 通史編 （ないしは 記述編 ）に相当する巻が、

より専門的な 資料編 や 市［町村］史研究 等に比べ、最も目にする機会

の多い発行物となろう。そこで、まず立川におけるこの種の文献において、 基

地の町 としての特徴がどのように描かれてきたかをみてみたい。

年代末に、市制 周年を記念して、初の市史として編纂された 立川市

史 は、上下巻からなり（立川市史編纂委員会 、 ）、この両巻がい

わゆる 通史編 に相当する。このうち、 基地の町 については、下巻のな

かで以下のような記述があるのみである。

このような状況下において、立川市は戦後しばらくの間は、好むと好まざ

るとを問わず、時流にしたがって所謂 基地の町 化の途をたどらざるを得な

かった。米軍立川基地の周辺には米兵を相手に取引を営む特殊女性の姿が激増

し、昼夜をわかたず米兵と市中を徘徊し、酒と女とジャズとに明け暮れていた。

終戦の年に一挙に半減した立川市の人口が、其後毎年 千人前後の増加を示し

たのは、このような米軍、およびそれをとりもつ女性たちを相手の商業人口と

基地労務者によるものである。更にはこの統計にはふくまれていない特殊女性

は市民としての籍を所有しないまま立川市内に居住し、その実数は不明であっ
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たが、当時の推定概算によると常時 千人以上、多いときには 千人にも及ん

だといわれた程の、膨大な数を数えていたことも、いわゆる 基地の町 立川

として変則的な、しかしながら終戦後の一時期のやむを得なかった、必然的な

事象として附記しておかなければなるまい。 （立川市史編纂委員会 ）

そもそも、 立川市史 は上下 巻、合計 ページからなるが、近現代史

の記述の薄さは顕著であり、 大正・昭和時代の立川 と題した下巻第 章は

わずか ページにとどまる。これは意図的なもので、立川市史編纂委員・編輯

主任の水野 祐は 年発行の 立川市史 下巻 巻末の 立川市史 の編纂

を終えて のなかで、 近代の史料は多くても、その内容は現存している人に

直接利害関係があるし、その史料の存在も偏在的である。正確な史実の認定は

困難 であるとして、 通史としての詳細な叙述は明治時代までとし、大正以

降は簡潔に要点だけを記す方針を立て たと述べている 。しかし、この時期

でなお、直近の半世紀以上をあえて簡略化するとし、その意図するところを数

行にもわたる断り書きで説明している点は、かえって当時の立川市の置かれて

いた状況が、 正史 の記述ないしは 歴史の固定 が困難な、特殊な事情下

にあったことを想起させる。近現代史の記述に際しては、 基地の町 に限ら

なくとも多かれ少なかれ似たような問題があろう。しかし少なくとも、前述の

基地の町 に関する最後の一文にみられるような、現象として顕著なことが

らに対する不釣合いに遠回しな筆致は、そうした事情のあらわれの一つではな

いだろうか。

立川市史 の後、 年以上経過して刊行された、東京都立川市議会史編さ

ん委員会の 立川市議会史 記述編 （ ）は、議会史ではあるが、 立川

市史 発刊以降の長い 正史 の空白に加え 立川市史 の 簡潔 化された

近現代史の部分をも補いうる内容となっている。ただ、同書が終戦直後の現象、

この文章中の 特殊女性 とは、駐留軍相手の売春で生計を立てていた洋娼を指す。

そもそも当初は 大体五十年前で筆をとどめようと考え 、 大正時代以降は取り扱わ

ないことにきめ ていたが、 立川市史 と銘打つ以上、少なくとも立川市が誕生す

る昭和十五年までを叙述しなければ、 立川市前史 になってしまう。そこで私は考

えを改め 、大正以降を簡潔に記すことにした、と水野は回想している。また、こう

した編集方針の他に、近代担当者の交代および急逝という事情もあった模様ではある。



すなわち 基地の町 化について述べた部分は、 立川市史 の域を出ていない。

この点については 立川市史 の記述を紹介するにとどめる。すなわち（略）

として、あとは本稿 ページで引用したものと同じ部分がそのまま引用

されているのみである。

ただ、両者に共通している点であるが、基地にまつわる問題のなかでも、井

戸水汚染問題、 浄化運動 後の 立川市日米地方連絡協議会 設立、防音校

舎建築問題など、自治体・議会として基地と特に強く関わらざるをえなかった

ことに関しては個別の記述がなされている。その点を考え合わせると、 基地

の町 という言葉自体が、とりわけ 洋娼の集まる町 との意味合いを強く想

起させているようであり、このことが事象の記録そのものを躊躇させているよ

うに見受けられる。また実際に、自治体としてその種の問題に積極的に取り組

んだ実績が少ないこと も記述量の少なさにつながっていると考えられる。

終戦直後に、日本政府は進駐軍を対象とする慰安施設の設置に早々に着手し

た。 外国軍駐屯地における慰安施設に関する内務省警備局長通牒 （ 年

月 日）を発し、全国の警察は各方面に慰安施設設置を働きかけた。また 月

中に特殊慰安施設協会（ 、略称 ）

が設立され、業者が要請を受けてその業務に当たったとされる。

立川においても、彼らを対象とするサービス施設の設置が、官民一体となっ

て急がれた。その一例が、図 の各新聞記事にみられる各種慰安・娯楽施設の設

置である。

毎日新聞 （都下版） 年 月 日付の 立川に慰安所 と題された記

事（図 ）によれば、 立川署では進駐連合軍のために従来産業戦士慰安に利

用してゐた立川市羽衣町の厚生住宅を改築拡張して特別慰安所とするほか市内

数十軒の理容業者に白の作業服を配給して理髪理容に従事させることに決定し

基地の町 の地域誌

少なくとも東京都立川市議会史編纂委員会（ ）および別巻の 資料編 年表編

等には、売春問題に関して、議案、意見書等の形で結実した市議会の主体的な動き

は記述されていない。



日代表者に協力を求めたが、一面旧飲食店組合に対しても此の際特に店舗を

拡張してカフエーやビヤホール等を急速に開業するやい通
［ママ］

達した とある。続

く 毎日新聞 （都下版） 年 月 日付の記事（図 ）によると、立川

警察署の要請を受けて地元タクシー株式会社の社長によって開設される運びと

なった曙町 丁目の慰安所は、 万坪の土地にホテル、大食堂、喫茶室、浴場、

キャバレー、土産物屋などを配し、キャバレーのブラスバンド、ダンサー、サー

ビスガールを揃えた大規模なもので、さらに この慰安所の特徴はこゝを訪ね

る連合軍の将兵をすべてタクシーとバスで送迎して道筋の紛争を避けようと企

てられてゐる点である （同記事）。業者側にも大きな利益が見込まれていたわ

けである。

毎日新聞 （都下阪） 年 月 日付
毎日新聞 （都下阪） 年 月 日付

・ 毎日新聞 （都下阪） 年 月 日付



西田（ ）所収の数値（ 年 月 日調査）により筆者作図

その後数ヶ月のうちに、次々に各種慰安施設が基地周辺に開設されていった。

図 は 月 日開業予定の施設の求人広告（ 毎日新聞 （都下版） 年

月 日付）では、 特殊従業婦（前借金無制限） の文字も読み取れる。

前述の特殊慰安施設協会による大規模施設も早い時期に計画された（ 毎日

新聞 （都下版） 年 月 日付、図 ）。同協会は 目下同市の業者組合

と折衝を進めると共に市当局に対して野球場、テニスコート［、］プール等の

敷地斡旋方を依頼して来た （同記事、［ ］内筆者補入）。従来、性的慰安施設

整備の側面のみに焦点を当てた言及の多い特殊慰安施設協会であるが、この記

事をみるかぎりでは、運動施設も含めた総合的施設運営を目論んでいたことが

わかる。

こうした初期の施設には、旧陸軍資材廠、旧陸軍航空工廠といった旧軍施設

の転用が目立つ。他に軍需工場であった立川飛行機健康保険組合の建物等も使

われた（ドウス ）ようである。

性病の蔓延を恐れた のオフリミット等により、ほどなくして閉鎖に追

い込まれた施設もあったが、 年の朝鮮戦争勃発以降も、立川には駐留軍相

手の施設立地が進んだ。岡田（ ）は、 立川のホテルの増加は全く驚異的

であり、幾つかのものを除いては、ここ一、二年の建築による と述べている。

また西田（ ）によると、 年当時、立川市におけるキャバレー、バー、

ホテル、置屋・貸間主の分布は図 のようであり、基地の正門（基地の南東部）
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図の枠外の凡例等はすべて筆者補入。

（西田（ ）より引用）

に近接する高松町、曙町にバーが集中していること等がみてとれる。 フィン

カムのメインゲートを出たとたんに 赤線道路 （神崎 ）と描写される

所以である。

図 の一部をさらにミクロにみたものが図 である（西田 稔原図）。基地正

門の直近の高松町、曙町の様子であるが、図中に学校を中心とした同心円が記

入されており、後の第 節で述べるように、児童・生徒への影響に注意を喚起



資料 商業統計調査

する目的がみてとれる。

また、駐留軍内の人種意識を反映して、白人兵の集まる歓楽街と黒人兵のそ

れとは分かれていた。西立川に黒人専用のバーがあり、西立川近辺の富士見町

一帯は黒人地区の様相を呈していた（三田 ）。 年 月 日付の 東

京新聞 によると、同町 丁目にはバー 軒、キャバレー 軒があり、毎晩約

人、多いときには 人から 人の黒人兵が集まったという。

年の立川市における飲食業の内訳を 商業統計調査報告 によってみる

と（表 ）、依然としてバー・キャバレー・ナイトクラブにおいて、従業員数

と年間販売額がともに最も多くなっている。このような、 商業統計調査報告

のいわゆる 丙の 調査（当時）対象店が、立川市の飲食店に占める割合は

大きいものであった。

基地の町 の地域誌

商店数
従業員数
（人）

一店あたり
従業員数

年間販売額
（百万円）

一店あたり
年間販売額
（百万円）

総数

食堂

日本料理店

西洋料理店

中華料理店

そば・うどん店

すし店

酒場・ビヤホール

バー・キャバレー・
ナイトクラブ

喫茶店

その他

枡田（ ）は当時の立川のバーに関して、次のように紹介している。

立川市の歓楽街特にバーに就て見ると、バーには 種類の組合がある。



は立川バー組合、他は立川バー同業組合と称し、前者はオンリー米駐留軍人対

象の業者で、一時 名に達したことがある。組合員 人 軒で 件のバーに

は 軒平均 名の女子従業員がいる（立川署調）。この業者は全部立川駅北口

に限られ、北口盛場・駐留軍基地のゲイト先の曙町・高松町盛場などに集団し

ている。米兵対象であるから看板その他が英字で、夜のこの界隈は特別のムー

ドをかもし出す。時間的にも夜遅く賑わうのが常である。それは基地内にはク

ラブがあって厚生施設が行き届き、安値に飲酒もできる。クラブ内に欠くもの

は女性である。ためにクラブでの飲酒後第 次的遊興にバーに来るのである。

朝鮮事変の頃はすばらしく繁盛したという。現在でもペイデーからその後の数

日は特に賑わうという。こんな所に基地を持つ立川市の一面がある。

後者の立川バー同業組合は日本人対象のバーで組合員 名 軒あるが地域

的に駅南口中心に分布していて、女子の従業員も 軒 名で地方の中小都

市の場合と変わらないが、客種は市内の者より市外の者が多く宵には賑わうが、

夜の 時には客の姿が少なくなり、やがて森閑として閉店するという所に

帰途の乗物や時間を気にする客種は立川市における昼間人口増加による性格の

一面がかかる業界の面にも現われている。北口のバーに客が現われる頃、南口

の客は引揚げていく時間的差異も両者は対照的であるといえる。

また、地理学の立場からは、基地経済下の立川を次のように描写している。

年における立川駅北口商店街を示した図 （山鹿誠次・長島弘道原図）に

よると、立川基地（立川飛行場）正門周辺に、 ヶ所ほど 外人向飲食店 が

みてとれる。また杉村（ ）によると、正門に近い高松町通り（立川通り）

の 昭和 年頃 の店舗構成は、バー、クラブのほか時計、カメラ、眼鏡、貴

金属店等が多い 。山鹿（ ）は、第 次産業人口が就業人口に占める割合

を 年時点での市域別にみた場合、都市の人口規模が大きくなるにつれてそ

の比率が高くなることを指摘しているが、人口規模のそれほど大きくない市、

すなわち 千歳・三沢・立川などの軍事都市、熱海・伊東などの観光都市 な

どでみられる高い値についても言及している。実際、 年における全ての市

その後の杉村（ ）の調査によれば、 年 月時点ではそれらの多くが閉店し
ており、バー、クラブの姿もなくなった。



出典 日本地誌研究所（ ）

のうち最も第 次産業比率が高いのは立川（ ％）である。 ％を超える値を

示す つの市のうち、第 位の千歳（ ％）、第 位の昭島（ ％）を含めた

市が、米軍基地をかかえた市となっている。

基地の町 の地域誌

駐留軍相手の各種施設の集積と並んで、戦後約 年間にわたり基地周辺の風

俗を大きく特徴付けたのは、駐留軍相手に売春をして生計を立てた洋娼、いわ

ゆる 特殊女性 の存在であった。 黄昏ともなれば（略）北口駅前から基地

入り口にいたるブールヴァルはさながら芋を洗うがごとき蜿々長蛇の誇らかな

原色の流れと化 （山崎 ）す、と形容されたこうした女性たちは、立川

市に住民票がないものも多く、駐留軍部隊の移動を追いかけての流入・流出や、

近隣の基地からの 通勤 もあったという。

特殊女性 と立川をとりまく状況に関しては、西田（ 、 ）、神崎（ 、

）、水野（ ）、猪俣ら（ ）東京都立大学人文学会（ ）、田中（ ）

等の著作によってうかがい知ることができるが、そもそもこうした女性らがど

のくらいの数にのぼったのか、当時としても把握は困難であったようである。



こころみに、西田（ ）、東京都立大学人文学会（ ）、当時の新聞記事に

よる推定数を表 に示した。ちなみに、立川警察署による 年の 特殊女性

の年間検挙数は約 人（青木 ）で、これは約 万 千人という当時

の立川市の人口に対しても無視できない比率であった。西田（ ）によれば、

その出身地は大半が立川以外の地域である（図 ）。横須賀、呉、名古屋といっ

た大規模な駐留軍基地所在地からの流入が多いことは、前述の傾向を裏付けて

おり、東京区部からはそれに加えて都心部で厳しくなった取締を逃れるため移

動してきた者も多いと考えられる。

市内におけるこうした女性の居住状況は、やはり基地に隣接した町に多いよ

うで、先に示した図 では高松町、富士見町の置屋・貸間主件数はそれぞれ

軒をゆうに超えている。山下（ ）は飛行場に近い町に在住する 若山喜

志子未亡人からうけたまわった話 として、 ブロック 、 軒のうち、パ

ンパンを置いていない家は 、 軒しかないというところが多い と述べて

いる。

時 期 推 定 数

年末 ） 名以上

年 ） 名前後

年末 ） 人以上

年上半期 ） 人以上（うち通勤者 人）

浄化運動（ 年）以降 ） 人

年末 ） 人

年 ） 人

）東京都立大学人文学会（ ）
） ） 西田（ ）
） 毎日新聞 （都下版）、 年 月 日付
） 読売新聞 （都下版）、 年 月 日付

若山喜志子未亡人 は若山牧水の妻。山下らとともに、立川在住の文化人によっ

て立川の環境改善のために結成された 立川新風会 の会員であった。

パンパン は 特殊女性 と同様な意味で当時しばしば用いられた。



西田（ ）所収の数値により筆者作図

立川市内に住む 特殊女性 に部屋を貸す世帯は、下宿屋のみならず一般世

帯にも及び、立川市立第 小学校（錦町）の調査では、調査戸数の ％におよ

ぶ世帯が間貸しを行っており、そのうちおよそ ％が女性に貸していることに

なっている（青木 ）。また 立川では女性に部屋を貸すだけでもうかる

といった評判を聞いて、 年末ごろから立川市内に流入してくるものも増え

た（西田 ）。

このような状況は青少年の教育環境の観点からも当然問題視された。立川市

基地の町 の地域誌



教育委員会の 立川市教育百年史 （ ）は、この時期の立川の教育環境に

ついて、 進駐軍あいてのバーや土産店は乱立し、一大歓楽の消費都市を形成

しつつあった。かつて緑濃い松林に囲まれ、よい教育環境に恵まれていた立川

市は、日々に特殊女性と一部の進駐軍とがかもし出す風紀の乱れと、進駐軍航

空機やジープによる騒音によって、次第に問題の都市になっていった。児童生

徒についてみれば、精神的不安定と植民地根性、性的早熟、学力低下の傾向が

現れてきた と記述している。清水ら（ ）に掲載された立川基地周辺の児

童・生徒の作文にもそうした問題点が浮き彫りにされている。

朝鮮戦争以降、さらに悪化したこの状況を受けて、 年にかけて立

川市民の間から 浄化運動 の動きが生じた。特に 年の都立立川高等学校

生徒会決議に端を発した運動は、同校の教職員、 、同窓会を巻き込み、

広範な市民運動に発展した（田中 ）。その結果、米軍憲兵と日本の警察

の取り締まりは厳重になり、同校が位置する立川駅の南口方面からハウス（売

春宿）は減少し、運動は成果をあげた。一方で、立川駅の 北口では浄化運動

は商店街や洋娼の背後にある暴力団の有形無形の圧力もないわけでなく、それ

をすすめることはむずかしかった （東京百年史編集委員会 ）とされる。

しかしながら、これらの運動は、米軍と地元間で意思の疎通と問題解決を図る

ための 立川市日米地方連絡協議会 の設立（ 年）などへと結実していった。

本稿は、米軍立川基地周辺にかつてみられた、歓楽街の形成と売春問題につ

いて、主に当時の文献に基づいて概観したものである。これは、あくまで戦後

のある一時期の立川と米軍基地との関係に着目したこころみである。他の時期、

もしくは他の基地に目を転じれば、占領期か否かといった時期的条件や国際的

な政治環境、また当該基地に駐留する部隊が実践的部隊か管理的部隊かといっ

た差異等により、当然 基地の町 の様相は変わってくるであろう。ただ、本

稿でとりあげたような内容は、これまでの地元自治体史等では詳細な記述が忌

避されがちであったため、現象として、歴史としての 基地の町 の姿を客観

的にとらえていく作業は必要である。同時にそれらは地元の政財界等とのかか
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